
平
成
十
八
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）
、
二
十
三
日
（
日
）
の
両

日
、
韓
国
慶
尚
北
道
の
海
印
寺
（
ヘ
イ
ン
サ
）
を
会
場
に
、
韓
国

仏
教
学
結
集
大
会
第
三
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
学
会
は
、

韓
国
の
国
内
は
も
と
よ
り
日
本
・
中
国
・
台
湾
な
ど
東
ア
ジ
ア
を

は
じ
め
韓
国
国
外
の
仏
教
研
究
者
の
参
加
も
多
い
国
際
学
会
と
し

て
、
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
身
延
山
大
学
よ
り

長
澤
市
郎
、
福
士
慈
稔
、
望
月
海
慧
、
三
輪
是
法
の
諸
氏
と
共
に

研
究
発
表
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
と
な
っ
た
海
印
寺
は
仏
教
関
係
者
に
は
周
知
の
よ
う
に
、

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
高
麗
大
蔵
経
の
版
木
を
伝
え
る
名
刹

で
あ
る
。
ま
た
、
所
在
す
る
慶
尚
北
道
に
は
、
日
本
の
飛
鳥
・
奈

良
に
も
劣
ら
な
い
慶
州
（
キ
ョ
ン
ジ
ュ
）
が
あ
り
、
日
本
の
古
代

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）

仏
教
を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
寺
院
・
遺
跡
の
宝

庫
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
会
へ
の
参
加
と
併
せ
て
、
長
澤
・
福
士
・

望
月
の
諸
氏
と
共
に
、
慶
州
の
寺
院
・
遺
跡
を
訪
れ
る
こ
と
に
し

た
。四

月
二
十
日
成
田
空
港
に
集
合
し
、
午
後
一
時
五
十
五
分
発
の

大
韓
航
空
七
一
四
便
に
て
韓
国
第
二
の
都
市
釜
山
（
プ
サ
ン
）
へ

向
か
う
。
郊
外
の
金
海
国
際
空
港
へ
降
り
立
っ
た
の
は
、
午
後
四

時
過
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
空
港
で
望
月
氏
手
配
の
レ
ン
タ
カ
ー
に

乗
り
、
高
速
道
路
を
慶
州
へ
と
向
か
う
。
車
窓
か
ら
は
、
釜
山
郊

外
の
山
際
に
高
層
ア
パ
ー
ト
（
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
高
級
マ
ン

シ
ョ
ン
）
が
、
ま
さ
に
林
立
し
て
い
る
様
が
目
に
入
る
（
写
真
１
）
。

寺
尾
英
智
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ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
の
シ
ー
ン
だ
っ
た
ろ
う
か
、
ど
こ
か
見
覚
え
の

あ
る
景
色
に
、
現
在
の
韓
国
経
済
の
勢
い
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気

が
し
た
。

梁
山
の
通
度
寺
（
ト
ン
ド
サ
）
は
、
慶
州
へ
の
途
中
に
あ
る
。

午
後
五
時
過
ぎ
の
到
着
で
あ
っ
た
た
め
、
観
光
客
の
拝
観
時
間
は

終
了
し
て
い
た
が
、
入
り
口
の
警
備
員
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
地
元

の
信
者
と
交
じ
っ
て
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
．
こ
の
寺
は
、
釈

尊
が
法
主
経
を
説
か
れ
た
イ
ン
ド
の
霊
鷲
山
を
山
号
と
し
、
善
徳

女
王
末
年
（
六
四
六
）
に
創
建
さ
れ
た
。
慈
蔵
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ

た
釈
尊
の
真
身
舎
利
と
袈
裟
を
安
置
す
る
金
剛
戒
壇
（
写
真
２
）

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
戒
律
根
本
道
場
の
仏
宝
寺
刹
で
あ
る
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
夕
方
の
勤
行
が
は
じ
ま
る
時
間
で
あ
っ
た
た

め
、
梵
鐘
閣
に
お
け
る
勤
行
前
の
太
鼓
と
梵
鐘
の
連
打
、
そ
れ
は

十
名
ほ
ど
の
修
行
僧
が
数
分
ご
と
に
交
代
し
て
い
く
演
奏
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
、
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
慶
州
に
到
着
し
た
の

は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
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写真2

四
月
二
十
一
日
こ
の
日
は
、
慶
州
の
遺
跡
・
寺
院
を
精
力
的
に

見
学
し
て
回
っ
た
。
現
地
の
寺
院
・
遺
跡
に
精
通
し
た
福
士
氏
と
、

望
月
氏
の
車
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
日
程
で
あ
る
。

こ
れ
に
、
や
は
り
現
地
に
詳
し
い
長
澤
氏
の
古
代
比
較
文
化
史
と

い
う
べ
き
解
説
が
加
わ
り
、
最
強
の
巡
検
と
な
っ
た
。

ま
ず
新
羅
歴
史
科
学
館
で
模
型
に
よ
る
事
前
学
習
を
行
い
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
石
窟
庵
（
ソ
ッ
ク
ラ
ム
）
に
向
か
っ
た
。

新
羅
仏
教
美
術
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
石
造
如
来
像
は
、
ガ
ラ
ス

越
し
の
拝
観
で
あ
っ
た
。
次
に
向
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
仏
国
寺
（
プ
ル
グ
ク
サ
）
で
あ
る
。
景
徳
王
十

年
（
七
五
一
）
の
創
建
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
統
一
新
羅
時
代

に
建
立
さ
れ
た
釈
迦
塔
と
多
宝
塔
の
二
つ
の
石
塔
が
大
雄
殿
の
前

庭
に
並
ぶ
が
、
様
式
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
大
雄
殿
に
向
か
っ

て
左
手
は
釈
迦
塔
、
左
手
は
多
宝
塔
で
あ
る
か
ら
、
二
仏
並
座
の

配
置
で
あ
る
。
伽
藍
は
階
段
状
に
分
か
れ
た
境
内
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
石
築
地
上
の
回
廊
部
分
が
印
象
深
い
。
世
界
遺
産
の
二
カ

所
共
に
学
校
の
生
徒
や
観
光
客
で
、
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
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仏
国
寺
か
ら
、
慶
州
市
内
の
南
側
に
位
置
す
る
南
山
（
ナ
ム
サ

ン
）
に
む
か
う
。
日
本
に
も
四
天
王
寺
が
あ
る
が
、
慶
州
の
四
天

王
寺
（
サ
チ
ョ
ン
ワ
ン
サ
）
は
遺
跡
で
あ
る
。
同
寺
は
南
山
の
手

前
に
位
置
し
、
文
武
王
十
九
年
（
六
七
九
）
に
創
建
さ
れ
た
。
な

だ
ら
か
な
丘
陵
状
の
草
原
の
中
に
、
伽
藍
の
礎
石
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
て
い
る
（
写
真
３
）
。
周
囲
に
は
畑
も
あ
る
。
福
士
氏
が
以
前

に
訪
れ
た
時
は
、
薮
が
生
い
茂
り
見
学
す
る
に
も
一
苦
労
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
近
々
発
掘
調
査
が
は
じ
ま
る
よ
う
で
、
周
囲
に
柵

を
設
置
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
発
掘
前
の
状
況
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
幸
い
で
あ
っ
た
。

南
山
は
石
仏
群
の
宝
庫
で
、
主
要
な
も
の
を
見
て
回
る
た
め
に

は
、
本
格
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
、

細
い
山
道
で
あ
っ
た
が
、
乗
用
車
で
比
較
的
近
く
ま
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
塔
谷
磨
崖
彫
像
群
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
所

は
新
羅
時
代
の
神
印
寺
祉
（
シ
ニ
ン
サ
ジ
）
で
、
三
重
石
塔
が
あ

り
、
高
さ
一
○
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
と
そ
の
周
辺
に

あ
る
岩
に
、
合
計
三
十
四
点
の
諸
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
写
真
４
）
。
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南
山
か
ら
市
の
中
心
部
へ
と
戻
り
、
皇
龍
寺
祉
へ
向
か
う
。
皇

龍
寺
（
ホ
ァ
ン
リ
ョ
ン
サ
）
は
、
新
羅
の
護
国
仏
教
を
代
表
す
る

寺
院
で
あ
る
。
真
興
王
十
四
年
（
五
五
三
）
に
新
た
な
宮
殿
を
造

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
黄
龍
が
現
れ
た
た
め
に
寺
院
と
し
て
皇

（
黄
）
龍
寺
と
し
た
と
い
う
。
広
大
な
伽
藍
は
、
高
麗
時
代
の
高

宗
二
十
五
年
（
一
二
三
八
）
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
を
受
け
て
焼
失
し

た
。
寺
域
は
東
西
約
二
七
○
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
○
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
。
一
九
七
九
年
か
ら
八
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
現
在
は
史
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
伽
藍
配

置
は
、
塔
と
金
堂
が
南
北
の
一
直
線
上
に
並
び
、
金
堂
の
東
西
に

も
小
規
模
な
金
堂
を
配
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
回
廊
が

囲
む
と
い
う
一
塔
三
金
堂
式
で
あ
る
。
金
堂
の
基
礎
部
分
は
東
西

五
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
規
模
が
あ
る
。

安
置
さ
れ
た
釈
迦
三
尊
は
丈
六
仏
で
、
五
七
四
年
の
造
立
。
塔
は

九
層
の
木
造
塔
で
、
善
徳
女
王
十
四
年
（
六
四
五
）
に
完
成
し
た
。

基
礎
部
分
は
二
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
規
模
が
あ
り
、
約
八
○
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
礎
石
の
大
き
さ
を
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見
て
も
、
そ
の
規
模
が
わ
か
ろ
う
（
写
真
５
、
釈
迦
三
尊
の
台
石

を
撮
影
す
る
長
澤
教
授
）
ｏ
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
伽
藍
の
寺

院
と
し
て
最
古
の
飛
鳥
寺
は
、
皇
龍
寺
と
基
本
的
に
同
様
の
伽
藍

配
置
で
あ
る
。
皇
龍
寺
に
遅
れ
る
こ
と
三
十
年
、
そ
の
規
模
は
比

べ
よ
う
も
な
い
。
近
年
、
奈
良
の
東
大
寺
に
お
い
て
も
、
記
録
に

高
さ
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
と
記
さ
れ
る
七
重
塔
の
相
輪
部
分
を
鋳

造
し
た
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
日
本
の
古
代
仏
教
の

展
開
を
考
え
る
上
で
も
、
朝
鮮
古
代
仏
教
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ

と
が
必
要
だ
と
、
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

皇
龍
寺
の
後
方
に
は
、
芥
皇
寺
（
プ
ン
ホ
ァ
ン
サ
）
が
あ
る
。

同
寺
は
善
徳
女
王
三
年
（
六
三
四
）
の
創
建
で
、
三
層
の
石
塔
が

あ
る
。
こ
の
石
塔
は
創
建
時
の
も
の
で
、
も
と
は
九
層
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
統
一
新
羅
時
代
の
初
期
に
義
湘
と
共
に
活

躍
し
た
元
暁
は
、
朝
鮮
仏
教
史
の
中
で
最
も
独
創
的
な
思
想
家
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
芥
皇
寺
は
元
暁
が
住
し
た
寺
と
し
て
も
有
名

で
、
元
暁
研
究
所
も
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
元
暁
は
福
士
氏

の
研
究
テ
ー
マ
で
、
氏
の
著
書
『
新
羅
元
暁
研
究
』
（
大
東
出
版

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
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社
）
は
韓
国
の
学
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
午
後
も
だ

い
ぶ
時
間
が
詰
ま
っ
て
き
た
た
め
、
塀
越
し
に
石
塔
を
見
学
し
、

海
印
寺
の
あ
る
伽
耶
山
へ
と
向
か
う
こ
と
に
す
る
。
五
時
か
ら
歓

迎
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
予
定
で
あ
る
。

慶
州
か
ら
高
速
道
路
を
利
用
し
、
慶
尚
道
の
中
心
地
で
あ
る
大

邸
（
テ
グ
）
を
経
由
し
て
伽
耶
山
の
門
前
町
に
あ
る
海
印
寺
ホ
テ

ル
に
到
着
し
た
の
は
、
歓
迎
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
受
付
が
開
始
さ

れ
る
少
し
前
で
あ
っ
た
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
は
じ
ま
っ
て
し
ば

ら
く
し
て
、
我
々
と
は
別
コ
ー
ス
で
韓
国
入
り
し
た
三
輪
氏
が
到

着
し
た
が
、
立
正
大
学
の
諸
氏
を
は
じ
め
日
本
か
ら
の
参
加
者
は

顔
が
見
え
な
い
。
三
輪
氏
は
ソ
ウ
ル
か
ら
大
邸
ま
で
高
速
鉄
道
の

尻
目
開
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
路
線
バ
ス
で
来
た
と
い
う
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
お
開
き
が
近
く
な
る
が
、
他
の
顔
見
知
り

の
参
加
者
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
足
早
く
宿
泊
所
へ
と
向
か
お

う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
大
会
で
は
、
海
印
寺
の
山
内
支

院
で
宿
泊
し
、
食
事
は
海
印
寺
の
食
堂
を
利
用
す
る
。
受
付
で
宿

泊
所
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
ソ
ウ
ル
な
ど
か
ら
動
員
さ
れ
た
学
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仏
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生
ら
し
く
、
な
ん
と
も
要
領
を
え
な
い
。
こ
の
や
り
取
り
を
見
た
、

福
士
氏
知
り
合
い
の
尼
僧
さ
ん
が
、
宿
泊
所
に
指
定
さ
れ
た
子
院

ホ
ン
ジ
ェ
ア
ン
ま
で
案
内
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
内
の

道
路
に
は
街
灯
も
な
く
真
っ
暗
な
中
で
、
到
着
早
々
で
地
理
に
不

案
内
な
我
々
だ
け
で
は
、
広
大
な
山
内
で
迷
子
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

宿
泊
所
の
子
院
に
着
い
た
と
こ
ろ
、
先
に
着
い
た
韓
国
の
先
生

方
が
駐
車
場
へ
と
戻
っ
て
く
る
。
聞
け
ば
、
今
日
は
泊
ま
れ
な
い

と
い
わ
れ
た
の
で
、
仕
方
が
な
い
か
ら
門
前
町
に
行
っ
て
旅
館
を

探
す
と
い
う
。
耳
を
疑
う
よ
う
な
話
で
あ
る
が
、
野
宿
す
る
訳
に

も
い
か
な
い
。
福
士
氏
が
粘
っ
て
交
渉
し
た
結
果
、
な
ん
と
か
修

行
僧
の
空
き
部
屋
を
二
室
と
、
布
団
を
か
き
集
め
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
子
院
の
僧
の
話
で
は
、
学
会
は
明
日
か
ら
で
あ
る
と

連
絡
を
受
け
て
お
り
、
宿
泊
の
用
意
も
明
日
か
ら
行
う
た
め
、
何

の
準
備
も
な
い
と
い
う
。
と
に
か
く
旅
装
を
解
き
、
順
次
シ
ャ
ワ
ー

を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
シ
ャ
ワ
ー
と
い
う
時
、

す
ぐ
に
出
る
よ
う
に
と
三
輪
氏
が
呼
び
に
来
た
。
何
で
も
日
本
か
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四
月
二
十
二
日
午
前
六
時
過
ぎ
に
旅
館
を
出
て
、
海
印
寺
の
食

堂
で
朝
食
を
い
た
だ
く
。
数
百
人
は
入
れ
る
広
さ
が
あ
り
、
山
内

の
僧
尼
ば
か
り
で
な
く
、
参
拝
す
る
信
者
も
み
な
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
精
進
料
理
で
あ
り
、
調
理
す
る
の
は
修
行

僧
で
あ
る
。
ち
な
み
に
朝
の
勤
行
は
、
三
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま

で
大
雄
殿
で
行
わ
れ
る
。
八
時
か
ら
は
開
会
式
で
あ
る
。
会
場
の

大
雄
殿
は
山
内
僧
尼
、
学
会
の
参
加
者
、
信
者
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

海
印
寺
の
長
老
が
法
語
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
特
別
な
高
僧
と
し
て

尊
崇
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
会
場
の
雰
囲
気
か
ら
も
伺
わ
れ
た
。

研
究
発
表
は
九
時
か
ら
で
あ
る
。
発
表
会
場
は
、
修
行
僧
の
た

ら
の
参
加
者
十
数
人
が
到
着
し
た
と
い
う
。
我
々
だ
け
で
も
大
変

な
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
。
皆
で
相
談
し
た
が
、
直
ち
に
旅
館
を
探
し
た
方
が
良
い
と
の

判
断
で
あ
る
。
幸
い
に
車
で
あ
っ
た
か
ら
、
す
ぐ
さ
ま
荷
物
を
ま

と
め
て
門
前
町
に
戻
り
、
旅
館
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
も

う
午
後
十
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）

め
の
学
校
の
教
室
や
子
院
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
十
三
の
部
会
会

場
は
山
内
に
分
散
し
て
い
る
。
福
士
氏
、
三
輪
氏
、
寺
尾
の
三
名

は
第
五
部
会
日
本
仏
教
、
望
月
氏
は
第
七
部
会
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
、
長
澤
氏
は
第
十
部
会
仏
教
文
化
に
属
し
、
何
れ
も
二
十

二
日
の
午
前
、
或
い
は
午
後
の
発
表
で
あ
る
。
身
延
山
大
学
参
加

者
の
発
表
題
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
部
会
日
本
仏
教

福
士
慈
稔
日
本
浄
土
宗
諸
師
の
元
暁
引
用
章
疏
に
み
ら
れ

る
若
干
の
問
題
点

三
輪
是
法
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
思
想
の
受
容

寺
尾
英
智
中
世
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
造
像
活
動
に
つ
い

て

第
七
部
会
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

望
月
海
慧
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
シ
ュ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
の

『
法
界
見
歌
』
に
つ
い
て

第
十
部
会
仏
教
文
化
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第
五
部
会
は
昨
夜
行
っ
た
ホ
ン
ジ
ェ
ア
ン
（
写
真
６
、
発
表
会

場
の
建
物
）
、
第
七
部
会
は
本
院
内
の
経
学
院
、
第
十
部
会
は
本

院
の
後
方
に
あ
る
学
校
施
設
と
、
お
互
い
に
か
な
り
離
れ
て
い
る
。

第
五
部
会
の
発
表
者
に
は
韓
国
、
中
国
の
学
者
も
い
た
が
、
何
れ

も
日
本
の
大
学
に
所
属
し
て
お
り
、
日
本
語
に
達
者
な
方
ば
か
り

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
発
表
、
質
疑
応
答
共
に
日
本
語
で
行
う
こ
と

に
な
っ
た
（
英
語
で
の
発
表
者
も
一
名
い
た
）
。
な
お
、
他
の
発

表
者
と
論
題
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

上
島
享
日
本
中
世
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
展
開
Ｉ
真
言

護
持
僧
の
活
動
を
中
心
に
ｌ

前
川
健
一
明
恵
を
め
ぐ
る
説
話
に
つ
い
て

立
花
弥
生
鎌
倉
の
や
ぐ
ら
に
つ
い
て
Ｉ
多
宝
廃
寺
や
ぐ
ら

群
に
お
け
る
納
骨
を
中
心
に
Ｉ

長
澤
市
郎
日
本
の
木
彫
仏
像
ｌ
そ
の
制
作
技
法
と
修
理
技

法
Ｉ

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）
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部
会
に
は
、
こ
の
他
に
明
日
の
発
表
で
あ
る
蓑
輪
顕
量
氏
や
曽

根
原
理
氏
な
ど
の
参
加
も
あ
り
、
お
互
い
に
異
な
る
視
点
か
ら
有

意
義
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
（
写
真
７
、
上
島
氏
の
発
表
）
。

と
こ
ろ
で
、
他
の
日
本
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
と
、
昨
夜
は
い

さ
さ
か
大
変
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
邸
か
ら
海
印
寺
門
前
ま
で
学

会
が
用
意
し
た
バ
ス
を
利
用
し
た
が
、
バ
ス
が
小
型
で
あ
っ
た
た

め
に
一
度
で
は
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
。
バ
ス
が
往
復
し
て
戻
っ
て

く
る
の
を
待
っ
て
い
た
た
め
、
第
二
便
と
な
っ
た
人
た
ち
が
海
印

寺
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
午
後
九
時
す
ぎ
と
な
り
、
そ
れ
か
ら

門
前
町
で
夕
食
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
宿
泊
所
で
あ
る
ホ
ン
ジ
ェ

高
井
恭
子
初
期
日
本
黄
檗
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
ｌ
宗
旨

と
経
典
の
関
係
を
視
点
に
し
て
ｌ

陳
継
東
一
八
七
六
年
日
本
仏
教
の
上
海
伝
道
Ｉ
『
南
京

語
説
教
』
を
中
心
と
し
て
ｌ

李
研
淑
明
恵
の
末
法
思
想
と
羅
漢
信
仰

角
田
玲
子
『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
悪
と
宿
業
の
問
題

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）
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ア
ン
に
行
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
満
足
に
宿
泊
す
る
準
備
も

な
か
っ
た
。
発
表
会
場
と
な
っ
た
建
物
に
、
日
本
人
を
中
心
に
十

数
人
が
ほ
と
ん
ど
雑
魚
寝
状
態
で
あ
っ
た
。
起
床
後
に
荷
物
を
移

動
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
が
発
表
会
場
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。
な
お
、
女
性
の
宿
泊
所
は
、
尼
寺
の
子
院
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
ら
、
立
正
大
学
の
諸
氏
は
我
々
の
話
を
聞

き
、
早
速
に
旅
館
に
移
る
手
配
を
し
て
い
る
。
今
回
の
学
会
で
は
、

ソ
ウ
ル
の
大
学
を
中
心
に
発
表
の
受
付
等
が
行
わ
れ
、
会
場
は
遠

隔
地
の
有
力
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
務
的
な
打
ち
合
わ

せ
や
連
絡
に
か
な
り
の
齪
嬬
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

朝
食
後
や
昼
休
み
、
そ
し
て
部
会
の
終
了
後
に
、
山
内
の
一
部

を
見
学
し
た
。
慶
州
の
寺
院
と
異
な
り
、
山
間
部
に
あ
る
海
印
寺

は
典
型
的
な
山
寺
で
あ
る
。
哀
荘
王
三
年
（
八
○
二
）
に
順
応
と

理
貞
の
二
人
の
僧
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
高
麗
大
蔵
経
の
版
木
を

伝
え
る
こ
と
か
ら
法
宝
寺
刹
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
大
蔵
経

の
出
版
は
、
宋
の
太
宗
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
に
完
成
し

た
北
宋
勅
版
大
蔵
経
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
家
的
事
業
と
し

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）

て
行
わ
れ
た
。
高
麗
大
蔵
経
に
は
、
三
種
類
あ
る
。
最
初
は
高
麗

の
顕
宗
代
に
刊
行
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
初
彫
大
蔵
経
で
あ
る
。
事

業
の
開
始
は
顕
宗
二
年
（
一
○
二
）
と
同
十
年
（
一
○
一
九
）

の
二
説
が
あ
る
。
つ
い
で
、
こ
の
大
蔵
経
に
漏
れ
た
経
典
を
補
う

続
蔵
経
を
、
義
天
が
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
初
彫
大
蔵
経
は
、
高

宗
十
九
年
（
一
二
三
二
）
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
に
よ
っ
て
燃
や
さ

れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
撃
退
を
祈
念
し
て
高
宗

代
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
再
彫
大
蔵
経
、
す
な
わ
ち
現
存
の
高
麗
大

蔵
経
で
あ
る
。
彫
造
の
機
関
と
し
て
大
蔵
都
監
が
江
華
島
（
カ
ン

フ
ァ
ド
）
に
、
分
司
大
蔵
都
監
が
南
海
地
域
お
よ
び
江
華
島
に
置

か
れ
、
高
宗
二
十
三
年
（
一
二
三
六
）
か
ら
同
三
十
八
年
（
一
二

五
一
）
ま
で
か
か
っ
て
完
成
し
た
。
正
蔵
は
六
五
五
八
巻
、
副
蔵

は
一
五
○
巻
あ
り
、
合
計
で
六
七
○
八
巻
に
お
よ
ぶ
。
板
木
は
一

三
九
八
年
に
海
印
寺
に
移
さ
れ
、
収
蔵
庫
で
あ
る
大
蔵
経
板
殿
も

建
設
さ
れ
た
。
大
蔵
経
板
殿
入
口
に
掲
げ
ら
れ
た
扁
額
に
あ
る
よ

う
に
八
万
大
蔵
経
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
板
木
が
八
万
枚
余

り
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
呼
称
で
あ
る
（
写
真
８
）
。
高
麗
大
蔵
経
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韓
国
仏
教
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結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）

繼
拶
蕊
息
繍

写真8

四
月
二
十
三
日
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
発
表
は
昨
日
終
了
し
て
い
る

の
で
、
他
の
部
会
の
発
表
を
聴
講
し
、
山
内
の
見
学
も
行
っ
た
。

午
後
に
は
学
会
主
催
に
よ
る
見
学
会
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
日

曜
日
で
あ
る
た
め
夕
方
に
は
高
速
道
路
の
大
渋
滞
も
予
想
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
特
に
ソ
ウ
ル
方
面
に
向
か
う
韓
国
の
学
者
達
は

帰
途
に
つ
く
人
も
多
い
。
そ
こ
で
我
々
も
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

見
学
会
に
は
参
加
せ
ず
昼
前
に
慶
州
に
向
か
う
こ
と
に
す
る
。
三

輪
氏
も
、
午
前
中
の
路
線
バ
ス
で
大
邸
に
向
か
う
と
い
う
。

慶
州
で
は
、
ま
ず
国
立
慶
州
博
物
館
を
見
学
し
た
。
考
古
館
、

雁
鴨
池
館
、
特
別
展
示
館
、
美
術
館
の
四
つ
の
建
物
が
あ
り
、
屋

は
本
文
の
正
確
さ
に
定
評
が
あ
り
、
現
在
の
漢
文
大
蔵
経
と
し
て

世
界
的
な
定
本
と
な
っ
て
い
る
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
底
本
に

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
経
本
の
形
態
は
巻
子
本
（
巻
物
）
や
折
本

で
は
な
く
、
袋
綴
じ
の
大
型
冊
子
本
で
あ
る
。
立
正
大
学
図
書
館

に
新
刷
の
一
蔵
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
身
延
山
大
学
で
は
残
念

な
が
ら
写
真
版
に
よ
る
洋
装
縮
刷
版
を
所
蔵
す
る
だ
け
で
あ
る
。
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外
に
も
石
仏
や
石
造
塔
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
美
術
館

に
は
、
皇
龍
寺
趾
出
土
品
な
ど
新
羅
仏
教
美
術
の
重
要
な
遺
品
が

数
多
く
展
示
さ
れ
、
二
、
三
時
間
で
は
と
て
も
時
間
が
足
り
な
い
。

手
持
ち
の
現
金
が
少
な
く
、
図
録
類
を
ほ
と
ん
ど
購
入
で
き
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
（
写
真
９
、
屋
外
展
示
の
聖
徳
大
王
神
鍾
）
。

博
物
館
で
時
間
を
か
け
た
の
で
、
先
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
発
掘
中
の
仁
容
寺
吐
（
イ
ニ
ョ
ン
サ
ジ
、
統
一
新
羅
時
代
に

創
建
）
を
塀
越
し
に
見
学
し
、
天
馬
寺
阯
（
チ
ョ
ン
マ
サ
ジ
、
同

上
）
へ
と
向
か
う
。
小
さ
な
集
落
の
は
ず
れ
に
あ
る
畑
の
中
に
、

建
物
の
礎
石
や
石
塔
の
部
材
が
露
出
し
て
い
る
（
写
真
皿
）
。
遺

跡
の
土
地
は
国
が
買
い
上
げ
、
近
く
発
掘
が
は
じ
ま
る
と
い
う
が
、

畑
に
は
ま
だ
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

暗
く
な
る
前
に
釜
山
に
到
着
し
、
宿
を
確
保
し
た
後
、
釜
山
一

の
繁
華
街
南
浦
洞
（
ナ
ン
ポ
ド
ン
）
の
チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場
で
夕
食

を
囲
ん
だ
。
今
回
の
旅
行
で
は
、
現
地
を
知
り
尽
く
し
た
福
士
氏

の
お
か
げ
で
、
宿
泊
費
を
極
力
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中

で
、
少
し
賛
沢
な
晩
餐
で
あ
っ
た
。

少
し
賛
沢
な
晩
餐
で
あ
っ
た
。

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
参
加
・
仏
教
遺
跡
研
修
報
告
（
寺
尾
）

写真9
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写真10

四
月
二
十
四
日
午
前
十
時
四
十
分
発
の
大
韓
航
空
七
一
三
便
で
、

釜
山
か
ら
成
田
へ
。
色
々
と
ハ
ブ
’
一
ン
グ
も
あ
っ
た
が
、
楽
し
く

充
実
し
た
旅
行
で
あ
っ
た
。
出
発
前
の
準
備
、
そ
し
て
現
地
で
の

様
々
な
事
柄
の
中
で
、
諸
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

付
記研

究
発
表
論
文
に
つ
い
て
は
、
大
会
組
織
委
員
会
よ
り

『
二
○
○
六
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
論
集
』
第
三
巻
（
全
二
冊
、

総
頁
一
七
一
四
頁
）
と
し
て
印
刷
配
布
さ
れ
て
い
る
。
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